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昭和23年,性 病予防法が施行され,そ の一

端として性病患者の届出制が行われるように

なつた.山 村は先に昭和26年 ～29年に亙る4

年間に,岡 山保健所管内に発生し,届 出られ

た性病患者を統計的に観察,報 告 したのであ

るが,こ の度その引続きとして昭和30年並び

に31年の2ケ 年間に届出られた性病患者につ

き,前 回と同様なる角度より観察した.

統 計 的 観 察

1)年 度別の統計について:各 年統計綱目

として,性,年 令,職 業別に分け,病 型とし

て性病を梅毒,淋 疾,軟 性下疳,第 四性病,

更に梅毒については,初 期,二 期,早 期潜伏

(感染後4年 未満),後 期潜伏(感 染後4年 以

上),晩 期,先 天性 とし,淋 疾は急性,慢 性

とした.こ の病型は厚生省指定の分類によつ

たもので,第1表,第2表 に記載 した.

岡山地方においても戦後,性 病の蔓延を来

し,昭 和22年を最高 として,昭 和23年 頃より

減少し始めたことは,藤 原氏等による岡大皮

膚科泌尿器科教室における統計の認める所で

第1表　 昭 和30年
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第2表　 昭 和31年

あ る.一 方 岡山保健所管 内の性 病患者届 出数

は昭和24年2,865名, 25年1,610名, 26年

1,227名, 27年1,084名, 28年695名, 29年

455名 に て,昭 和30年, 31年 に は第1表, 2

表 に示す如 く, 465名 と351名 で ある.

2)発 生 頻度 につ いて:各 年度 の性病患者

総数.男 子患 者総数.男 子患者総数 の性病患

者総数に対する%.梅 毒,淋 疾,軟 性下疳,

第 四性病の各総数 並 びにそれ らの性 病患者総

数に対す る%.更 に梅毒においては初期梅毒

患者数,淋 疾 においては急性淋疾患者数 のお

のお のの患者総数 に対す る%を 観察 した.こ

れ等は第3表 に記載 した.

次 に昭和26年 以来の ものを参照 し2, 3の

観 察を試 みて図 示した.

第1図

第1図 においては各年男子患者総数の性病

患者総数に対する%を 図示したもので,男 子

第3表

患者は年々増加 し,反 対に女子患者は減少し

ていることを物語るもりであ り,性 病の家庭

侵入は減少しつ ゝあると云える.
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第2図 は各年の各性病間の割合を図示した

もので,梅 毒は数年来,下 降を示すも,淋 疾,

軟性下疳は減少の傾向なく,上 昇の気味がみ

られ,第 四性病は2～3年 来,影 を潜めてい

ることが窺われる.

第2図

第3図 は初期梅毒患者の梅毒患者総数に対

する%を 図示したもので,初 期梅毒患者は年

々,減 少していること即ち梅毒感染者の減少

を示すものである.

第3図

第4図 には急性淋疾患者の淋疾患者総数に

対する%を 示すもので,急 性淋疾患者の減少

しつ ゝあることが表われており,優 秀なる抗

生物質の影響がうかがわれる.

第4図

3)年 令 について: 2ケ 年 の患者を年令別

に分類す ると第4表 のようになる. 20才 代 が

圧倒的に多 く, 61.15%で 過 半数 を占めてい

る.次 で10才 代, 30才 代 の順 となつてお り,

 10才 以下には1例 の患者 も出ていない.

第4表

4)職 業 について:職 業においては,当 時

の経 済状態に左右 され,第5表 に示す通 り,

 2ケ 年 を通 じ第1位 を占め るものは会社員の

59.69%に て過半数 を占め,次 いで,無,工,

商,公,接,交,農 の順 となつておる.こ ゝ

で 「工」は工員,労 務者,職 人を,「 交」 は

鉄道員,運 転手,車 掌,船 員 を,「 接 」は接

客婦,女 給,街 娼 を示す ものである.

第5表

5)感 染源について:感 染源 を業態 者,妻,

夫,遊 客,そ の他に5区 分 し,か つ性別に分

類 したものが第6表 であ る.男 子 の感 染源 と

しては,業 態者 よ りものが殆ん どを占め,昭

和30年85.49%, 31年87.37%で あ り,女

子の感染源 としては特殊婦人群におけ る遊客

よ りの感 染並 びに一般婦人の夫 よ りの感染共

に可成 の96に 存在 し,性 病の家庭侵入 がなお

可成存在する ことが窺われ る.

6)月 別 の発生につ いて:月 別患者発生数

を届出年 月日によ り区分 し,第7表 に示 した.

 2ケ 年 を通じ, 10月 が 最 も多 く,次 いで7月,

 1月, 9月, 3月 の順 となつてお り,患 者発

生状態 の 月別 による特別 な関係 はみられなか

つ た.
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第6表

総 括

1)昭 和30年465名,昭 和31年351名 の性

病患者が岡山保健所に届出られ,こ れを統計

的に観察した.

2)男 子の患者数は相対的に年々増加の傾

向がみられる.

3)初 期梅毒患者即ち梅毒感染者は近年,

極度に減少 し,一 方感染の危険の大きい急性

第7表

淋疾患者はなお,多 数存在する.

4) 2ケ 年を通じ, 20才代の青年が60%以

上を占めている.

5)職 業においてはその当時の社会状態殊

に経済状態が大いに関係すると思われる.

6)男 子患者の感染源は80%以 上業態婦に

よるもので,性 症の家庭侵入も可成 り存在す

る.

7) 2ケ 年の月別患者発生状態は1月, 7

月, 10月に多 くなつている.
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Consecutively from the first report, observations were made on venereal diseases, syphilis, 

gonorrhea, ulcus molle and lymphogranulomatosis venereum at Okayama Health Centre in 1955 
and 1956.

Syphilis gradually decrease since few years, whereas any decline could be found on 

gonorrhea and ulcus molle, and rather more acute gonorrhea have an increasing tendency.


